染色体工学技術を基盤とした産官学連携
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哺乳類細胞や動物に外来遺伝子を発現させるためのベクターの開発は基礎研究のみならず産業や医療への応用面でも重要な役割を果たしてきた。我々は独自の染色体工学技術を用いて巨大なヒト遺伝子、複数のヒト遺伝子を導入可能であるヒト人工染色体（HAC）およびマウス人工染色体(MAC)の開発を用いて行ってきた。これまでにHAC/MAC技術により、ヒト抗体遺伝子を保持する完全ヒト抗体産生動物、ヒト薬物代謝酵素を発現するモデル動物などの開発を行い、製薬企業などと共同で創薬研究を推進してきた。本FD講演会では、染色体工学技術を基盤とした鳥取大学・鳥取県におけるJST・地域産官学共同研究拠点整備事業や文科省・地域科学実証拠点整備事業などの産官学連携事業について紹介する。

